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令和８年（２０２６年）がスタートしました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。学校では、１月８日
（木）に３学期始業式を行いました。始業式の中で、「節目」の紹介をしました。節目は、気持ちの区切り
をつけ、次の目標設定をするのに最高のタイミングであること。また、年の初めであるこの時期に、今年
一年間の目標を立て、その目標が達成できるよう努力して欲しいことを話しました。一方で、３学期はま
とめの学期であり、次の学年への０（ゼロ）学期とも言われます。３年生
は進路実現に向けて、１、２年生は次の学年に向けて、この３学期に次の
ステージへの準備をしっかりと行い、スムーズに進むことができるよう取
り組んで欲しいことを話しました。最後に、竹は「節」があることで強風に
も負けない反りの強さとしなやかさを身に付けて成長するそうです。皆さ
んがこの節目を大切にし、校訓にある「優しく 強く 正しく」「八中プライ
ド」をもった品格のある八中生に成長してくれることを期待しています。 

１月１３日（火）、本校体育館にて校内席書会を実施しました。新しい年
を迎え、新たな気持ちで書写に臨み、日本の文化的行事である席書を
味わうことを目的に毎年実施しています。生徒全員が体育館に集まり、１
年生は「不言実行」、２年生は「新たな目標」、３年生は「旅立ちの春」と
いうお題に一斉に取り組みました。学校では１２月の後半から国語の時
間で書写に取り組んできました。書写が苦手な生徒もお手本と見比べな
がら、一文字一文字確認しながら丁寧に取り組んでいる姿が見られ、八
中生の素晴らしさをまた一つ再発見しました。今回提出された作品の中

から、各学年数点ずつが選出され八代市書写展に出品される予定です。 

１月１９日（月）、全校集会において、新議長、書記及び専門委員長任命
式（引き継ぎ式）を行いました。最初に、旧議長、書記、専門委員長から、
一年間の取組について振り返りの挨拶と、それに併せて次に受け継ぐ生
徒の紹介をしてくれました。そして、新役員はステージ前に整列し、校長先
生から任命書が手渡され任命されました。その後、校長先生から生徒会活

動の目的について、生徒自治による学校生
活の充実と活性化を図ること、そのためにリ
ーダーシップをしっかりと発揮し、八中生全
員で新執行部をお互いに支え合い、協力しながら、よりよい学校づくり
を目指してほしいと話されました。最後に、新生徒会役員の生徒それぞ
れから、これからの生徒会活動への意気込みや思いを語ってもらい任
命式を終了しました。 

昨年１２月に実施した熊本県「心のアンケート」の集計結果から、気になる項目がありました。家庭で
自由に使える情報通信機器の利用時間と家庭でのルール（決まり事）についてです。１日の使用時間
が４時間以上の生徒が２２名（１年生１２名、２年生３名、３年生７名）いたことです。また、家庭で決まり
事はありますかという質問には、２５名の生徒が「ない」と回答していました。スマホ依存の生徒がいるの
ではないかと危惧しています。今一度、ご家庭でも基本的生活習慣の確立と情報通信機器の適切な利
用方法や使用時間、我が家のルールについて親子で話し合う機会をつくっていただきたいと思います。 
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昨年１２月に実施した『心のアンケート』の主な結果について、お知らせします。 

１ 「学校生活は楽しいですか」 
学校生活が「楽しい」「まあまあ楽しい」と回答した生徒は、回答した全校生徒６９人中６０人（８７％）
という状況でした。しかし、「あまり楽しくない」と回答した生徒が８人（１２％）、１人の生徒が「学校生活
が楽しくない」と回答しています。理由は、学習面や人間関係など様々ありますが、すべての生徒が楽し
く学校生活を送ることができるように、生徒に寄り添いながら取り組んでいきたいと考えています。 

２ 「学校の授業はよくわかりますか」 
授業について「よくわかる」「まあまあわかる」と回答した生徒は、６９人中５６人（８１％）という状況で
した。学校では、「誰一人取り残さない学びの保障」「教職員一人一人の授業力の向上」「ＩＣＴ機器の
効果的な活用」を進めています。さらに、わかる授業づくりに向けての授業改善への取組や基礎・基本
の定着を図る授業実践を進めていきます。本校の学力の状況として、１２月に実施した熊本県及び八代
市学力・学習状況調査の結果については、次回の学校だよりでお知らせする予定です。 

３ 「いじめられたことはありますか」 
本年度になって、「いじめられたことがある」と回答した生徒は１６人で、昨年より３人増加しました。内
容は「冷やかし、からかい」「物を隠された、汚された」というものが中心でした。１１人は「現在は続いて
いない、解決した」と回答していますが、５人はまだ続いていると回答しています。現在、解決に向けての
対応しているところです。学校は集団生活を送る場ですので、人間関係のトラブルや意見の食い違いが
生じることは必ずあります。その中で、みんなで協力して解決していく力を身に付けていくことが大切で
す。このことが社会に出て、社会人として生活していく時に大きな力となっていきます。困ったり悩んだり
した時は、一人で抱え込まず誰かに相談すること、困ったり悩んだりしている人を見たときには、しっかり
と相手に寄り添うことなど、思いやりのある八中生に育てていきたいと思います。 

４ 「自由に使える情報通信機器をもっていますか」 
回答した６９人中５４人（７８％）の人が、スマートフォンまたは携帯電話を所有しています。それにパソ
コン、ゲーム機などの情報通信機器を加えると、６７人（９７％）の生徒がＳＮＳ等を行うことができる環境
にあるといえます。種類としては、多い順に①「スマートフォン」５４人（７８％）、②「ゲーム機」４６人（６６
７％）、③「タブレット」１４人（２０％）でした。所有している生徒のうち、「使用についての家庭での決まり
がある」と回答した生徒は４２人（６１％）で、決まりがなく自由に使っている家庭が４割ほどあります。ま
た、個人情報（自分や友達も含めて）をネット上に載せたことがある、と回答した生徒が１１人いました。
次に、１日の使用時間についてですが、最も多かったのが「２時間～３時間」で１９人（２６％）でした。一
方、「３時間～４時間」が１７人（２５％）、「４時間～５時間」が１２人（１７％）、「６時間以上」が１０人（１４
％）と、実に毎日４時間以上使用している生徒が２２人（３２％）いました。基本的な生活習慣の確立や、
家庭学習の時間確保に大きく影響するのが情報通信機器の使用時間です。ＳＮＳ利用によるトラブルも
発生しています。１１月末に実施した地域学校保健委員会講演会での高野先生から配付された資料と
併せて、今一度親子で話し合う機会をつくっていただきたいと思います。 

５ 「誰かの役に立っている、自信にあることや大切にしていることがある」 
自己有用感や自己肯定感についての質問ですが、「役に立っている」「少しはある役に立っている」
と回答した生徒は、６９人中４８人（７０％）、「自信のあることや大切にしていることがある」「少しある」
と回答した生徒は、６３人（９１％）という状況でした。八中生は生徒会活動やボランティア活動、地域の
活動など積極的に参加するなど、とても頑張っていると思います。今後さらに、生徒会活動を中心に、特
色ある体験活動を進めたり、ボランティア活動を実施したりするなど自己有用感を感じたり、自己肯定
感を高めることができる活動を積極的に実施していきます。 

学校では今回の『心のアンケート』以外にも、各学期に１～２回程度教育相談期間を設定し、事前ア
ンケートを実施して一人一人と相談する機会を設けています。また、スクールカウンセラーが配置され、
定期的に来校していますのでご相談することも可能です。カウンセラーへの面談希望がありましたら、各
担任または担当（保健室村田）までにご連絡ください。また、ご家庭でお子様と話をする中で気になる
ことなどがございましたら、学校へ連絡していただければ幸いです。家庭と学校がしっかりと連携して、
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楽しい学校生活を送るために！！ 
『心のアンケート』集計結果より 


